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A． 研究目的 
ADHF 患者における入院時腎機能及

び入院中の変化に及ぼす諸因子につ

いて明らかにする。 

 

B． 研究方法 
慶應義塾大学病院、榊原記念病院、

杏林大学病院に入院した ADHF 患者を

前向きに登録した。入院時腎機能及び

その変化が臨床転帰に及ぼす影響と

急性期血圧・急性期フロセミド静注の

使用との関連について検討した。 

 

（倫理面への配慮） 

各施設の倫理委員会で本研究に関

する審査を受け、承認を得た。臨床疫

学倫理指針に基づき、各施設で本研究

に関する情報を広く公開し、包括同意

を得た。 

 

C． 研究結果 
入院時 eGFR 高値群・低値群のいず

れも入院時SBP低値が院内予後および

退院後予後不良と関連した。多変量解

析では両群とも入院時SBPが独立した

予後予測因子となったが、Cut off 値

は eGFR 高値群で 100mmHg 未満、eGFR

低値群で 120mmHg 未満と、eGFR 低値群

でより高い値であった。 

 

ADHF 患者においてフロセミド静注

を行った群では、急性期腎機能増悪

(WRF)および入院中死亡のいずれもが

増加した。多変量ロジスティック回帰

では ADHF 患者に対するフロセミド静

注は WRF の予測因子となったが、院内
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化および入院中死亡と関連するが、その意義は入院時 eGFR 値で異なることが

明らかとなった。 
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予後の予測因子とはならなかった。 

入院時 eGFR 高値群および低値群で

解析すると、eGFR 高値群で WRF はフロ

セミド静注群で有意に多かったが、入

院中死亡に有意差はなかった。一方

eGFR 低値群では WRF の頻度はフロセ

ミド静注の有無で差はなかったが、入

院中死亡はフロセミド静注群で有意

に多かった。これは静注変力薬の使用

が関連している可能性がある。多変量

ロジスティック回帰では eGFR 高値群

ではフロセミド静注はWRFの予測因子

となったが、eGFR 低値群ではならなか

った。いずれの群でもフロセミド静注

は院内予後の予測因子とはならなか

った。 

 

D．考察 

ADHF で血管拡張薬などにより SBP

を下げると WRF が増加する。SBP を下

げた群でのWRFは予後を悪化させなか

ったが、SBPを下げなかった群でのWRF

は予後を悪化させた(Jeffrey M, et 

al: Eur J Heart Fail;13:877-884, 

2011)。今回のレジストリーにおける

先行研究ではWRFは院内死亡の独立し

た予後予測因子で、eGFR 低値群で WRF

は多かった(21.8% vs. 15.9%, p=0.03)。

eGFR低値群での入院時SBP低値はWRF

と関連して予後を悪化させている可

能性がある。 

 

心不全患者に対するフロセミド投

与では特に投与量が増大すると予後

が悪化する(Eshaghian et al: Am J 

Cardiol 97： 1759-1764, 2006)。し

かし ADHF 患者では急性期に体液貯留

を来していることが多く、中心静脈圧

上昇による腎うっ血を介して腎灌流

圧を低下させ、腎機能悪化を来すこと

がある。この腎機能悪化は可逆性であ

る(Inohara T et al; ATTEND 

Investigators: PLoS One. 

8;9:e105596, 2014, 柏原ほか: Heart 

View 16(9):  906-911, 2012 )。 

 

少数例の心不全患者での検討では、

著明な体液貯留を認め有効循環血漿

量が保たれていれば、フロセミド投与

は腎機能を悪化させなかった(De 

Vecchis et al: Minerva Cardioangiol. 

59: 543-54, 2011)。入院時腎機能障

害を有する心不全患者は体液貯留傾

向にあると考えられ、静注変力薬を要

さないような有効循環血漿量が保た

れている状態での適切なフロセミド

投与は腎機能悪化および予後悪化を

来さないと考えられる。 

 

E． 結論 
ADHF の予後予測において、入院時

eGFR と SBP は密な関連を有すること

が明らかとなった。eGFR 別に異なった

至適血圧維持を設定する必要がある

ことが示唆された。 

 

ADHF 患者においてフロセミド静注

は入院中の腎機能悪化および入院中

死亡と関連するが、その意義は入院時

eGFR 値で異なることが明らかとなっ

た。 
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